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令和６年３月５日 

足立区立栗島学校 

校長 淵脇 薫 様 

足立区立栗島小学校 開かれた学校づくり協議会 

会長  鍋谷 哲司 

 

令和５年度 栗島小学校関係者評価書 
 

１ 自己評価書（学校経営計画・自己評価書）全般について 

  ■重点的取り組み事項-1学力向上プラン 

成果目標の７５％が実施結果８６.３％（昨年度８３.３％）になったことに対して学校の 

「Ｂ目標実現に向けた取り組み内容」を大きく評価します。 

  Ｂ 実現に向けた取り組みの評価 

① ＡＩドリルの活用、ＩＣＴ活用、夏休み補充教室、学力向上そだち指導、教員の授業力向上の

５項目で目標を達成した。特に「学力向上そだち指導」で合計３６人が基準達成につき卒業で

きたことは、先生方の個別の寄り添いと、児童を伸ばす粘り強い取り組みと高く評価します。 

② ただし、補習指導チャレンジ学習の項において、まだ５割以下とあるので、まだ、伸びしろを

持っていると考え期待します。 

 

■重点的取り組み事項-2豊かな人間性の育成 

成果目標の自己有用感を高める８０％以上としたが実施結果で 

学校が楽しい    ９４.３％（昨年度８４.７％) 

授業が楽しい    ８６.１％（昨年度８０.８％） 

夢や目標がある   ８５.１％（昨年度７３.７％） 

自分のことが好き  ８５.５％（昨年度７２.９％） 

と、昨年に比べ大きく伸びています。先生方の熱心な取り組みの結果と考えます。 

Ｂ 実現に向けた取り組みの評価 

① みそあじの目標８０％以上として９０.５％で達成。さらに児童に浸透できました。読書活動

の推進において年間読書冊数が目標を越え２.６万冊になったこと。 

② また外部との連携による読み聞かせやお話し会の実施、中井貴惠さんによる絵本朗読など、

児童に多様な機会を作りだしている点を高く評価します。 

 

■重点的取り組み事項-3保護者や地域との連携 

達成基準は学校評価において肯定的回答８０％以上 

今年度は創立７０周年記念事業を通年で実施し、保護者への周知もきめ細かく行った。 

そのことにより、各項目において評価基準を大きく上回ることができた。 

実施結果は 

魅力ある学校づくり  ８９％（昨年度７９％） 

仲良く楽しい学校生活 ９７％（昨年度９３％） 

分かりやすい授業   ８７％（昨年度９２％） 

学習の基礎基本の定着 ８４％（昨年度８２％） 

登下校の交通安全   ９６％（昨年度８６％） 
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２ 学校から提示された「課題」や「保護者・地域への期待」について 

（１）学力向上アクションプランについて 

 

【課 題】  

・２年生国語においては、通過率が７１．７と唯一達成基準を下回っている。 

・学習の定着状況に課題がある。特に漢字や読み取り等基礎的基本的な習熟ができていな 

い児童がいる。 

 

【対 策】 

・授業では、教科書にキーワードを探してサイドラインを引くなど、読み取りに力を入れて 

指導し、児童が発言する際には思いを文章にして発言させる。 

・AIドリルの活用による繰り返し練習。週に一度の日記等で書く力読み取る力を強化した。 

・補習学習では、詩の暗唱を繰り返し取り組ませ、言葉のまとまり、リズムを意識させ達成感 

を育てる。漢字指導は習熟するまで丁寧に確認する。 

・個別指導では、担任はもとより副担任や学習支援員がチャレンジ学習や休み時間に個別に指 

導にあたる。 

 

（２）保護者や地域へのメッセージ 

 

毎朝の交通安全や防犯の見守り等、ＰＴＡや地域の皆様のご協力のおかげで、事故なく安心して

元気に登下校ができています。地域の理解、協力があってからこそと感謝しています。 

 

（３）その他（学校教育活動全般について） 

 

創立７０周年にあたり、年間を通じて各行事や事業においても子どもたちの体験が増え、記憶に

残るようこころがけました。 

展覧会の作品や「全学年共同制作のバースデーケーキ」など、周年ならではの活動ができました。 

 

３ その他 

   【保護者アンケートから】 

① 昨年度指摘した朝食について、必ず食べて登校しているが９４％となった。家庭での協力と 

指導の結果と考えます。 

② 一方、携帯スマホのルールを守るなど、努力してほしいが２７％あり、家庭での理解と協力を

さらに求めていく必要があると考えます。 

③ 家庭学習の定着が６５％あり、このことが学力向上の一因と考えます。 

 

４ まとめ 

今年度は創立７０周年でもあり、保護者や地域協力者が学校へ訪問する機会が増えました。 

そのことにより、学校公開や行事で学校へ訪問した際に、学校内の様子を知ることができ家庭での

理解が進んだと考えます。 

また、協議会として出前講座の実施や外部講師による体験機会の創出などにより、子どもたちが

将来の夢や希望を具体にイメージすることができたことを高く評価します。 

子どもたちの積極性や明るさが先生方にも好影響となり、学校一丸として活気があふれる一年に

なったことを実感できました。 

 


